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福 島県高冷 地 にお け る 「 ま い ひめ」 の栽 培 法

第1報 栽植密度と施肥法
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Cultivation Method of Rice Variety “Maihime'' in Cool Mountain Site of Fukushima Prefecture
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1 は じ め に

福島県では,「まいひめ」を早生の良質安定多収品種と

して,1994年に奨励品種に採用 した。本格的作付初年目の

96年には約1,000haの作付面積となり,今後作付面積がさ

らに増加すると考えられる。

本報では,ま いひめの栽培法を確立するため,栽植密度

と施肥法を検討した結果について報告する。

2試 験 方 法

(D 試験年次 :栽植密度1994～95年 施肥法1993～95年

(21 試験場所 :福島県農業試験場冷害試験地内圃場

(標高526m)

13)苗の種類及び移植法 :中苗,機械移植

14)移植時期 :1993年 5月 20日  94年 5月 19日

95年 5月 18日

15)土壌 :多湿黒ボク土

16)試験区の構成

栽植密度試験の区の構成を表 1に示 した。なお,施肥量

は,成分量で基肥として窒素0 8kg/a,燐 酸1 2kg/a,

表 1 莉値密度 (設定値)

条 間 × 株 間 栽 植 密 度

(株/ピ )(cm) (cm)

加里1 lkg/a,追肥として幼穂形成期に窒素0 2kg/aを

施用した。

施肥法試験の区の構成を表 2に示 した。窒素成分のみを

変え,燐酸 (1 2kg/a)と加里 (1 lkg/a)は ,い ずれ

の区も同量であった。なお,栽植密度は条間30cm,株間14

cmの 238株/nfと した。

3 試験結果及び考察

(D 栽植密度試験

J当 たり籾数は,208株/壼区 (設定値,以下同じ)が
2年間とも,238株/nf区及び277株/ご区に比べて少な

かった。登熟歩合や千粒重は,栽植密度に伴う変動に明瞭

な傾向がみられない。収量は,ピ当たり籾数と相関が高 く

(r=0952),請 当たり籾数の少ない208株 /♂区が劣っ

た。 しかし,23鏃/nf区 と277株/nf区 とは差力・/1ヽさかっ

た。以上より,栽植密度は,使用箱数の少ない238株 /nf

が適する判断された (表 3)。

12)施肥法試験

基肥量と収量及び収量構成要素との関係をみると,基肥

窒素量が多い区で,nf当 たり穂数や籾数が多くなる傾向が

みられた。 しかし,93年では基肥多施用区で登熟歩合と千

粒重が低下し,基肥1 0kg/a+幼穂形成期0 2kg/a区 の

収量が基肥1 2kg/a+幼穂形成期0 2kg/a区 より優った。

一方,94年 は登熟に好適な気象条件であったため,籾数増

に伴う登熟歩合や千粒重の低下が少なく,基肥0 8kg/a

十幼穂形成期0 2kg/a区 の収量が基肥0 6kg/a+幼 穂形

成期0 2kg/a区 より優った。

追肥回数と収量の関係は,基肥0 8kg/a及 び1 0kg/a

の場合,基肥窒素量が0 8kg/aで は追肥回数が多い区で

収量が優った。同一施用量間で比較した場合においても,

基胆D8kg/a+幼穂形成期0 2kg/a+減数分裂期0 2kg

/a区が基肥1 0kg/a+幼穂形成期0 2kg/a区 に比べ
,

登熟歩合が高いことにより収量が優った。特に、94年の基

肥0 8kg/a+幼穂形成期0 2kg/a十 減数分裂期0 2kg/

30X16
30X14

208
238

30× 12              277

表2 施肥法

年  施肥量・  年  施肥量・ 年

次
施肥量・

(kg/a)次  (kg/a) 次  (kg/a)
93 08- 0-0 94 06-02-0  95

08-02-0
10-02-0
12-02-0

08-02-0
08-02-02
10-02-0

08-02-0
08-02-02

注 *は基肥―幼穂形成期―減数分裂期の窒素施用量
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208      21 2      729      9 8    778  180    482      828      444    871  220    30

1994    238      24 6      729      9 8    804  176    526      875      472    839  220    30

1995    238      239      8 6
277      264      8 6

408    84 1  21 6    25

413    866  214    25

表4 施肥法

920    746  173    444      699
920    760  173    502      706

1 2-02-0      8 15    10 8   729   163     538        677     453    708  204     90
06-02-0      729     9 8    795   173     524        837     450    866  21 9     80
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a区は,登熟期間の平均気温237℃ ,日 照時間291hrと 登

熟に適する気象条件であったため,♂当たり49万粒と着

粒数が多いにもかかわらず,登熟歩合が914%と 高 く,千
粒重も220gで ,10a当 たりltを越す超多収であった。

施肥法と成熱期の関係については,基肥窒素量08聴/
aの場合に,基肥0 8kg/a+幼穂形成期0217g/a+減数

分裂期0 2kg/a区 が基肥0 8kg/a+幼穂形成期0 2kg/
a区より,成熟期が94年で8日 ,95年で4日 遅れた。また

,

基肥1 0kg/a+幼穂形成期0 2kg/a,基 肥0 8kg/a+幼

穂形成期0 2kg/a区より,成熟期が93年で 2日 ,94年 で

8日遅れた。まいひめの作付地帯が標高41111～650111の 高冷

地であるため,成熟期が遅れることは登熟不良になる場合

もあるので注意を要する。

64 4      354    82 9   21 7     80

707     440    730  209     90

875     472    839  220     30
101 9     487    914  220     30

以上より,施肥法は,窒素を基肥0 8kg/aと 幼穂形成

期02鼈/aを基本として,生育が早い場合のみに,減数

分裂期に0 2kg/aを 追肥する体系が最適と判断された

(表 4)。

4ま と め

以上のことより,ま いひめの栽培法,栽植密度が条間30

m,株間14cllの 238株 /ご とし,施肥法は窒素を基肥0 8kg

/aと幼穂形成期0 2kg/aを 基本として,生育が早い場

合のみに,減数分裂期に0 2kg/aを 追肥する体系が最適

と判断された。なお,ま いひめの栄養診断,適正 nf当 たり

籾数及び適期収穫時期については,今後検討を要する。
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